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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポリオキシエチレン構造又は硫酸エステル構造を有する重合性界面活性剤を原料とした、
重量平均分子量が１０万以上であるアクリル樹脂（Ａ）、ポリオキシエチレン構造又は硫
酸エステル構造を有する重合性界面活性剤を原料とした、重量平均分子量が１，０００～
３０，０００の範囲である粘着付与剤（Ｂ）及び水性媒体（Ｃ）を含有する水性粘着剤用
組成物を用いて得られる水性粘着剤の製造方法において、前記水性粘着剤を用いて得られ
た粘着シートを、体積比で等量の水及びメタノールの混合溶液に浸漬させた際に得られる
抽出物の量が、前記粘着シートの粘着剤層の質量に対して３質量％以下であることを特徴
とする水性粘着剤の製造方法。
【請求項２】
支持体表面に、請求項１記載の水性粘着剤を用いて形成された粘着層を有することを特徴
とする粘着シートの製造方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接着力や保持力、定荷重保持力等の接着性に優れる水性粘着剤に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、アクリル系粘着剤は、自動車や家電製品をはじめ、様々な工業製品の製造に使用
されている。前記アクリル系粘着剤としては、従来から有機溶剤を含有するいわゆる溶剤
型粘着剤が使用されてきた。しかしながら、近年の環境負荷低減の観点から、溶剤型粘着
剤から水性粘着剤や無溶剤型の紫外線硬化型粘着剤への転換が望まれている。
【０００３】
　一方、アクリル系粘着剤を用いる場合には、通常アクリル樹脂の他に、常温での接着性
等を向上する目的で粘着付与剤が用いられている（例えば、特許文献１を参照。）。
【０００４】
　しかしながら、水性粘着剤の場合には、溶剤型粘着剤や紫外線硬化型粘着剤と異なり、
粘着付与剤を含有させても満足する粘着物性が得られない場合があった。これは加工後の
粘着剤の構造に起因するものと考えられている。すなわち、溶剤型粘着剤や紫外線硬化型
粘着剤の場合、アクリル樹脂に粘着付与剤の大きな塊が点在する、いわゆる海島構造が形
成されるのに対し、水性粘着剤の場合には、アクリル樹脂、粘着付与剤が乳化剤によって
水に分散しており、加工後も粒子の形状が保持され海島構造が形成されないことが原因と
して考えられる。
【０００５】
　このため、接着力や保持力、定荷重保持力等の接着性に優れる水性粘着剤が求められて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１２６５４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、接着力や保持力、定荷重保持力等の接着性に優れる
水性粘着剤を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者等は、前記課題を解決すべく鋭意研究を進めた結果、アクリル樹脂、粘着付与
剤及び水性媒体を含有する水性粘着剤を用いた粘着シートを特定の溶剤に浸漬させ得られ
る抽出物の量を特定することにより、前記課題を解決できることを見出した。
【０００９】
　すなわち、本発明は、アクリル樹脂（Ａ）、粘着付与剤（Ｂ）及び水性媒体（Ｃ）を含
有する水性粘着剤用組成物を用いて得られる水性粘着剤において、前記水性粘着剤を用い
て得られた粘着シートを、体積比で等量の水及びメタノールの混合溶液に浸漬させた際に
得られる抽出物の量が、前記粘着シートの粘着剤層の質量に対して３質量％以下であるこ
とを特徴とする水性粘着剤及びそれを用いて得られる粘着シートに関するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の水性粘着剤は、接着力や保持力、定荷重保持力（特に、難接着基材への定荷重
保持力）等の接着性に優れるものである。
　また、重合性界面活性剤を用いて得られた粘着付与剤を用いた場合には、湿気（水）の
影響や、湿熱の影響による接着力の低下を引き起こすことのない、優れた耐湿熱性を付与
することができる。
【００１１】
　従って、本発明の水性粘着剤は、例えば、自動車内装材の固着、具体的には自動車天井
材やドアトリムの固着をはじめ、クッション剤、シール剤、携帯電話や液晶ディスプレイ
等の電子機器等を衝撃から保護することを目的として電子製品内部に設置されるクッショ
ン材等の固定や、電子製品の外装部材の固定、更には家具等を製造する際の粘着シート等
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の製造に使用することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の水性粘着剤は、アクリル樹脂（Ａ）、粘着付与剤（Ｂ）及び水性媒体（Ｃ）を
含有する水性粘着剤用組成物を用いて得られるものである。
【００１３】
　前記アクリル樹脂（Ａ）としては、水性媒体（Ｃ）中において安定して分散等する点か
ら、アニオン性基等の親水性基を有するアクリル樹脂が挙げられる。
【００１４】
　前記アニオン性基としては、例えば、カルボキシル基や、スルホニル基、それらが塩基
性化合物によって中和されたカルボキシレート基やスルホネート基等が挙げられる。
【００１５】
　前記塩基性化合物としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム等のアルカリ
金属化合物；水酸化カルシウム、炭酸カルシウム等のアルカリ土類金属化合物；モノメチ
ルアミン、ジメチルアミン、トリメチルアミン、モノエチルアミン、ジエチルアミン、ト
リエチルアミン、モノプロピルアミン、ジメチルプロピルアミン、モノエタノールアミン
、ジエタノールアミン、ジメチルエタノールアミン、トリエタノールアミン、エチレンジ
アミン、ジエチレントリアミン等の水溶性有機アミン化合物やアンモニアなどが挙げられ
る。これらの塩基性化合物は単独で用いても２種以上を併用してもよい。これらの中でも
、得られる被膜の耐久性等を向上させたい場合は、常温或いは加熱により飛散するアンモ
ニアを用いることが好ましい。
【００１６】
　また、前記アクリル樹脂（Ａ）としては、被着体に対して優れた接着性を付与する点か
ら、できるだけ分岐構造を有さない直鎖のアクリル樹脂を用いることが好ましい。
【００１７】
　前記アクリル樹脂（Ａ）としては、具体的には、後述するビニル単量体をラジカル重合
することによって得られたものが挙げられる。
【００１８】
　前記ビニル単量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸アルキルエステル、カルボキ
シル基を有するビニル単量体、水酸基を有するビニル単量体等が挙げられる。なお、本発
明において、「（メタ）アクリル酸」とは、アクリル酸及び／又はメタクリル酸を表し、
「（メタ）アクリレート」とは、アクリレート及び／又はメタクリレートを表す。
【００１９】
　前記（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、例えば、（メタ）アクリル酸メチ
ル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸ブチ
ル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル、（メタ）ア
クリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ）アクリル酸ノニル
、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル等が挙げられる。これらのなかでも、アクリル酸２
－エチルヘキシル、アクリル酸ブチル、アクリル酸オクチル及びアクリル酸ノニルからな
る群より選ばれる１種以上を用いることが、アクリル樹脂（Ａ）のガラス転移温度を低く
でき、その結果、多孔体や表面極性の低い被着体に対しする優れた接着性を付与できるた
め好ましい。一方、前記（メタ）アクリル酸アルキルエステルとして（メタ）アクリル酸
シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸メチル、アクリル酸エチル等を用いることによって
、水性粘着剤に優れた接着性や耐湿熱性、耐熱接着力を付与することも可能である。
【００２０】
　また、前記アクリル樹脂（Ａ）の製造に用いることができる前記カルボキシル基を有す
るビニル単量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリル酸β－カルボ
キシエチル、２－（メタ）アクリロイルプロピオン酸、クロトン酸、イタコン酸、マレイ
ン酸、フマル酸、イタコン酸ハーフエステル、マレイン酸ハーフエステル、無水マレイン
酸、無水イタコン酸、β－（メタ）アクリロイルオキシエチルハイドロゲンサクシネート
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、β－（メタ）ヒドロキシエチルハイドロゲンフタレート、及びこれらの塩等が挙げられ
る。これらのビニル単量体は、単独で用いても２種以上を併用してもよい。これらのなか
でも、前記カルボキシル基を有するビニル単量体としては、（メタ）アクリル酸を用いる
ことが好ましい。
【００２１】
　前記カルボキシル基を有するビニル単量体を用いることによって、アクリル樹脂（Ａ）
中にカルボキシル基やカルボキシレート基を導入することができる。かかるカルボキシル
基等は、例えば、エポキシ架橋剤、オキサゾリン架橋剤、カルボジイミド架橋剤、シラン
架橋剤等を用いる場合に、該架橋剤が有する官能基と反応する。これにより、接着性や耐
湿熱性、耐熱接着力等の粘着性能に優れた粘着剤層を形成することができる。また、前記
カルボキシル基等が導入されることによって、前記アクリル樹脂（Ａ）に良好な水分散安
定性を付与することができる。
【００２２】
　また、前記アクリル樹脂（Ａ）の製造に用いることができる前記水酸基を有するビニル
単量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル
酸２－ヒドロキシプロピル、ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、グリセ
ロールモノ（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００２３】
　前記水酸基を有するビニル単量体を用いることによって、アクリル樹脂（Ａ）中に水酸
基を導入することができる。かかる水酸基は、例えばイソシアネート架橋剤等を用いる場
合に、該架橋剤が有するイソシアネート基と反応する。これにより、接着性や耐湿熱性、
耐熱接着力等の粘着性能に優れた粘着剤層を形成することができる。
【００２４】
　前記アクリル樹脂（Ａ）の製造に用いるビニル単量体としては、前記したものの他に、
必要に応じてその他のビニル単量体を用いることもできる。
【００２５】
　その他のビニル単量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸アミノエチル、（メタ）
アクリル酸Ｎ－モノアルキルアミノアルキル、（メタ）アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジアルキルア
ミノアルキル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エチ
ル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピルアクリルアミド、ジアセトン（メタ）アクリル
アミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルア
ミド、Ｎ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ，Ｎ－ジエチル（メタ）アクリルアミド、等のアミド基を有するビニル単量体；アクロ
レイン、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、バーサチック酸ビニル等のビニルエステル化
合物；メチルビニルエーテル、エチルビニルエーテル、プロピルビニルエーテル、ブチル
ビニルエーテル、アミルビニルエーテル、ヘキシルビニルエーテル等のビニルエーテル化
合物；（メタ）アクリロニトリル等のビニルニトリル化合物；スチレン、α－メチルスチ
レン、ビニルトルエン、ビニルアニソール、α－ハロスチレン、ビニルナフタリン等の芳
香環を有するビニル単量体；イソプレン、ブタジエン、エチレン等の官能基を有しないビ
ニル単量体；Ｎ－ビニルピロリドン等の複素環式ビニル単量体などを用いることもできる
。
【００２６】
　本発明で用いるアクリル樹脂（Ａ）としては、前記ビニル単量体の全量に対して、前記
（メタ）アクリル酸アルキルエステルを４５質量％～９９質量％、及び、カルボキシル基
を有するビニル単量体を０．５質量％～５質量％含むビニル単量体混合物を重合して得ら
れたものを用いることが好ましく、前記（メタ）アクリル酸アルキルエステルを７０質量
％～９９質量％、及び、カルボキシル基含有ビニル単量体を０．５質量％～５質量％含む
ビニル単量体混合物を重合して得られたものを用いることが、被着体に対する優れた接着
性や耐水接着力を備えた水性粘着剤を得るうえでより好ましい。
【００２７】
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　前記アクリル樹脂（Ａ）の製造方法としては、例えば、前記ビニル単量体を、重合開始
剤と後述する水性媒体（Ｃ）と必要に応じて連鎖移動剤や界面活性剤の存在下で乳化重合
することによって製造する方法が挙げられる。
【００２８】
　前記乳化重合は、０℃～８０℃程度の温度範囲で３時間～１０時間程度反応させ、前記
ビニル単量体のラジカル重合を乳化重合法により行うことが好ましい。
【００２９】
　前記重合開始剤としては、例えば、アゾ開始剤、過硫酸塩系開始剤、過酸化物系開始剤
、過硫酸塩－還元剤、過酸化物－還元剤、鉄－過酸化物等のレドックス系開始剤等を用い
ることができる。
【００３０】
　前記アゾ開始剤としては、例えば、２，２’－アゾビス［２－（２－イミダゾリン－２
－イル）プロパン］二塩酸塩、２，２’－アゾビス［２－（２－イミダゾリン－２－イル
）プロパン］二硫酸塩、２，２’－アゾビス［２－（２－イミダゾリン－２－イル）プロ
パン］、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス（２－アミジノプ
ロパン）二塩酸塩、２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオンアミジン）二塩酸塩、２
，２’－アゾビス[Ｎ－（２－カルボキシエチル）－２－メチルプロピオンアミジン]ハイ
ドレート、２，２’－アゾビス{２－[１－（２－ヒドロキシエチル）－２－イミダゾリン
－２－イル]プロパン}二塩酸塩、２，２’－アゾビス（１－イミノ－１－ピロリジノ－２
－メチルプロパン）二塩酸塩、２，２’－アゾビス{２－メチル－Ｎ－[１，１－ビス（ヒ
ドロキシメチル）－２－ヒドロキシエチル]プロピオンアミド}、２，２’－アゾビス[２
－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）プロピオンアミド]、２，２’－アゾビス［２
－（５－メチル－２－イミダゾリン－２－イル）プロパン］二塩酸塩、２，２’－アゾビ
ス（Ｎ，Ｎ’－ジメチレンイソブチルアミジン）等、過硫酸塩系開始剤としては、例えば
、過硫酸カリウム、過硫酸ナトリウム、過硫酸アンモニウム等、過酸化物系開始剤として
は、例えば、ベンゾイルパーオキサイド、ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド、過酸化水
素等、還元剤としては、例えば、アスコルビン酸ナトリウム、エリソルビン酸ナトリウム
、ピロ亜硫酸ナトリウム等、鉄としては、例えば、塩酸第二鉄等、が挙げられる。これら
の重合開始剤は単独で用いても２種以上を併用してもよい。これらのなかでも、レドック
ス系開始剤は熱分解系開始剤に比べ、ラジカル量が多くなりやすいため、アクリル樹脂（
Ａ）が水素引き抜きによる分岐構造を有しやすくなるので、熱分解系開始剤である過硫酸
塩系開始剤、アゾ開始剤を用いることが好ましい。なかでも、１０時間半減期温度が反応
温度内、または反応温度付近である、過硫酸アンモニウム、過硫酸ナトリウム、過硫酸カ
リウム、２，２’－アゾビス［２－（２－イミダゾリン－２－イル）プロパン］二塩酸塩
、２，２’－アゾビス［２－（２－イミダゾリン－２－イル）プロパン］二硫酸塩、２，
２’－アゾビス（２－メチルプロピオンアミジン）二塩酸塩、２，２’－アゾビス[Ｎ－
（２－カルボキシエチル）－２－メチルプロピオンアミジン]ハイドレート、２，２’－
アゾビス{２－[１－（２－ヒドロキシエチル）－２－イミダゾリン－２－イル]プロパン}
二塩酸塩、２，２’－アゾビス（１－イミノ－１－ピロリジノ－２－メチルプロパン）二
塩酸塩、２，２’－アゾビス{２－メチル－Ｎ－[１，１－ビス（ヒドロキシメチル）－２
－ヒドロキシエチル]プロピオンアミド}を用いると少量で反応でき、耐湿熱性が良好にな
るので好ましい。
【００３１】
　前記重合開始剤の使用量は、反応温度や種類によって相違するが、一般的には、前記ビ
ニル単量体の全量に対して、０．０１質量％～５質量％の範囲、好ましくは０．０５質量
％～１質量％の範囲、更に好ましくは０．０２質量％～０．５質量％の範囲である。
【００３２】
　前記連鎖移動剤としては、例えば、ラウリルメルカプタン、グリシジルメルカプタン、
メルカプト酢酸、２－メルカプトエタノール、チオグリコール酸、チオグリコール酸２－
エチルヘキシル、α－ピネン、β－ピネン、Ｄ－リモネン、ターピノーレン、α―メチル
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スチレンダイマー等が挙げられる。これらの連鎖移動剤は単独で用いても２種以上を併用
してもよい。
【００３３】
　前記連鎖移動剤を用いる場合の使用量としては、前記ビニル単量体の全量に対して、一
般的には、０．００１質量％～５質量％の範囲であることが好ましい。
【００３４】
　前記界面活性剤としては、例えば、アニオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤、カ
チオン性界面活性剤、両イオン性界面活性剤、重合性界面活性剤等が挙げられる。これら
のなかでも、粘着剤の機械的安定性を向上する観点からアニオン性界面活性剤、耐水性を
向上する観点から重合性界面活性剤を用いることが好ましい。
【００３５】
　前記アニオン性界面活性剤としては、例えば、炭素数１２以上の高級アルコールの硫酸
エステル、アルキルベンゼンスルホン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルスルホ
ン酸塩等が挙げられる。これらのアニオン性界面活性剤は単独で用いても２種以上を併用
してもよい。
【００３６】
　前記重合性界面活性剤は、ラジカル重合性不飽和二重結合を有するものであり、好まし
くはビニル基を有するものを用いることが好ましい。前記重合性界面活性剤としては、例
えば、アルキルアリルスルホコハク酸アンモニウム塩、アルキルアリルスルホコハク酸ナ
トリウム塩、ポリオキシエチレンノニルプロペニルフェニルエーテル硫酸エステルアンモ
ニウム塩、ポリオキシエチレン－１－（アリルオキシメチル）アルキル硫酸エステルアン
モニウム塩、ポリオキシアルキレンアルケニルエーテル硫酸エステルアンモニウム塩、α
－スルホ－ω－（１－（ノニルフェノキシ）メチル－２－（２－プロペニルオキシ）エト
キシ）－ポリ（オキシ－１，２－エタンジイル）アンモニウム塩、α－スルホ－ω－（１
－（アルコキシ）メチル－２－（２－プロペニルオキシ）エトキシ）－ポリ（オキシ－１
，２－エタンジイル）アンモニウム塩、ジ（メタクリル酸アルキル）フォスフェート、メ
タクリル酸エチレンオキサイド付加物硫酸エステルのナトリウム塩、ビス（ポリオキシエ
チレン多環フェニルエーテル）メタクリレート硫酸エステル塩、アルコキシポリエチレン
グリコールマレイン酸エステル、ポリオキシアルキレンアルケニルエーテル、２－ソディ
ウムスルホアルキルメタクリレート等が挙げられる。これらの重合性界面活性剤は、単独
で用いても２種以上を併用してもよい。
【００３７】
　また、前記重合性界面活性剤としては、具体的には、ポリオキシエチレン構造と硫酸エ
ステル構造と有する化合物を含む「ラテムルＳ－１８０」「Ｓ－１８０Ａ」「ＰＤ－１０
４」〔以上、花王株式会社製〕、「ＲＳ－３０００」〔以上、三洋化成工業株式会社製〕
、「アクアロンＨＳ－５」「ＨＳ－１０」「ＢＣ－５」「ＢＣ－２０」「ＫＨ－０５」「
ＫＨ－１０」「ＫＨ－１０２５」〔以上、第一工業製薬株式会社製〕、「アデカリアソー
プＳＥ－１０」「ＳＥ－２０」「ＳＲ－１０」「ＳＲ－１０２５」「ＳＲ－２０」「ＳＲ
－３０」「ＳＲ－３０２５」〔以上、旭電化工業株式会社製〕、「アントックス　ＭＳ－
６０」〔以上、日本乳化剤株式会社製〕等；硫酸エステル構造を有する「エレミノールＪ
Ｓ－２０」〔以上、三洋化成工業株式会社製〕、「アントックスＭＳ－２Ｎ」〔以上、日
本乳化剤株式会社製〕；リン酸基を有する「ニューフロンティアＡ－２２９Ｅ」〔以上、
第一工業製薬株式会社製〕等；ポリオキシエチレン構造とカルボン酸基を有する化合物を
含む「アントックスＥＭＨ－２０」「ＬＭＨ－２０」「ＳＭＨ－２０」〔以上、日本乳化
剤株式会社製〕等；非イオン性親水基を有する化合物を含む「アクアロンＲＮ－１０」「
ＲＮ－２０」「ＲＮ－３０」「ＲＮ－５０」〔以上、第一工業製薬株式会社製〕、「ラテ
ムルＰＤ－１０４」「ＰＤ－４２０」「ＰＤ－４３０」「ＰＤ－４５０」〔以上、花王株
式会社製〕、「アデカリアソープＥＲ－１０」「ＥＲ－２０」「ＥＲ－３０」「ＥＲ－４
０」〔以上、株式会社ＡＤＥＫＡ製〕などが市販品として入手することができる。
【００３８】
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　また、前記重合性界面活性剤としては、例えば、下記化学式（１）に示すようなカチオ
ン性重合性界面活性剤を用いることもできる。前記カチオン性重合性界面活性剤を用いる
場合には、アクリル樹脂（Ａ）としてノニオン性基を有するアクリル樹脂やカチオン性基
を有するアクリル樹脂を用いることができる。
【００３９】
【化１】

【００４０】
　前記重合性界面活性剤としては、前記したなかでも、優れた接着性を付与する点から、
親水性部としてポリオキシエチレン構造または硫酸エステル構造を有するものを用いるこ
とが好ましい。
【００４１】
　また、前記重合性界面活性剤の重量平均分子量としては、１５０～５，０００の範囲で
あることが、アクリル樹脂（Ａ）の水性媒体（Ｃ）中における分散安定性の向上と、粘着
剤の接着性を向上するうえで好ましい。
【００４２】
　前記重合性界面活性剤の使用量としては、接着性をより向上できる観点から、前記ビニ
ル単量体の全量に対して、０．１質量％～５質量％の範囲で用いることが好ましく、０．
１質量％～３質量％の範囲がより好ましい。
【００４３】
　以上の方法により得られるアクリル樹脂（Ａ）の重量平均分子量としては、接着性の観
点から、１０万以上であることが好ましく、３０万～２００万の範囲がより好ましく、５
０万～１００万の範囲が特に好ましい。また、前記アクリル樹脂（Ａ）の重量平均分子量
をかかる範囲に設定することで、低分子量体等の生成が極めて抑えられるため、体積比で
等量の水及びメタノールの混合溶液による抽出の際に、アクリル樹脂（Ａ）由来の抽出物
が極めて抑えられるため好ましい。
【００４４】
　前記アクリル樹脂（Ａ）のガラス転移温度（Ｔｇ）としては、接着性の観点から、－１
０℃以下であることが好ましく、－１０℃～－７０℃の範囲がより好ましく、－３０℃～
－７０℃の範囲が更に好ましい。なお、前記アクリル樹脂（Ａ）のガラス転移温度は、前
記アクリル樹脂（Ａ）を示差走査熱量計（ＤＳＣ）装置内に入れ、（Ｔｇ＋５０℃）まで
昇温速度１０℃／分で昇温した後、３分間保持し、その後急冷してえられた示差熱曲線か
ら得られる中間点ガラス転移温度を示す。
【００４５】
　前記アクリル樹脂（Ａ）の平均粒子径としては、被着体に対して優れた接着力、とりわ
け優れた投錨性を付与できる観点から、５０ｎｍ～５００ｎｍの範囲が好ましく、１００
ｎｍ～４００ｎｍの範囲がより好ましい。なお、前記アクリル樹脂（Ａ）の平均粒子径は
、動的散乱法によって測定した値を示す。
【００４６】
　前記アクリル樹脂（Ａ）と水性媒体（Ｃ）との質量割合は、分散安定性等の観点から、
１０／９０～７０／３０の範囲が好ましく、３０／７０～６０／４０の範囲がより好まし
い。
【００４７】
　前記粘着付与剤（Ｂ）としては、良好な接着性（特に定荷重保持力）を付与できる観点
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から、アクリル単量体を用いて得られる粘着付与剤を好適に用いることができる。
【００４８】
　前記アクリル単量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル
酸プロピル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アク
リル酸ｔｅｒｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸
オクチル、（メタ）アクリル酸ノニル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ）ア
クリル酸ジシクロペンタニル、（メタ）アクリル酸アダマンチル、（メタ）アクリル酸イ
ソボルニル等の（メタ）アクリル酸アルキルエステル；（メタ）アクリル酸等のカルボキ
シル基を有するアクリル単量体；（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル等の水酸基を
有するアクリル単量体；（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロ
ール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブチル（
メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル（
メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル
アミノプロピル（メタ）アクリルアミド、ジアセトン（メタ）アクリルアミド、ヒドロキ
シエチル（メタ）アクリルアミド等のアミド基を有するアクリル単量体；Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレ
ート等のアミノ基を有するアクリル単量体；Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アク
リレート塩化メチル４級塩、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリレート塩化
メチル４級塩等のカチオン化されたアミノ基を有するアクリル単量体；アクリロニトリル
等のチアノ基を有するアクリル単量体などが挙げられる。これらのアクリル単量体は、単
独で用いても２種以上を併用してもよい。これらのなかでも、接着性の観点から、（メタ
）アクリル酸アルキルエステルを用いることが好ましく、より一層の耐湿熱性を付与でき
る観点から、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸ジシクロペンタニ
ル、（メタ）アクリル酸アダマンチル、（メタ）アクリル酸イソボルニル等の脂環構造を
有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルを用いることがより好ましい。
【００４９】
　前記脂環構造を有する（メタ）アクリル酸アルキルエステルの使用量としては、粘着付
与剤（Ｂ）を構成する重合性原料（アクリル単量体と、後述するその他のビニル単量体及
び重合性界面活性剤）全量に対して、５０質量％～９９質量％の範囲であることが好まし
く、７０質量％～９９質量％の範囲がより好ましい。
【００５０】
　前記アクリル単量体を用いて得られる粘着付与剤を製造する際には、必要に応じて、そ
の他のビニル単量体を用いてもよい。
【００５１】
　前記その他のビニル単量体としては、例えば、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、バー
サチック酸ビニル等のビニルエステル化合物；メチルビニルエーテル、エチルビニルエー
テル、プロピルビニルエーテル、ブチルビニルエーテル、アミルビニルエーテル、ヘキシ
ルビニルエーテル等のビニルエーテル化合物；（メタ）アクリロニトリル等のビニルニト
リル化合物；スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン、ビニルアニソール、α－
ハロスチレン、ビニルナフタリン等の芳香環を有するビニル単量体；イソプレン、ブタジ
エン、エチレン等の官能基を有しないビニル単量体；ビニルピロリドン等の複素環式ビニ
ル単量体、（メタ）アクリル酸グリシジル、γ－（メタ）アクリロキシプロピルトリエト
キシシラン等の架橋性官能基を有するビニル単量体などが挙げられる。
【００５２】
　アクリル単量体を用いて得られる粘着付与剤には、前記アクリル単量体の他に重合性界
面活性剤を用いることが、優れた耐湿熱性を付与できる点や、体積比で等量の水及びメタ
ノールの混合溶液による抽出の際に、粘着付与剤（Ｂ）由来の抽出物が抑えられる点から
好ましい。前記重合性界面活性剤は、前記アクリル樹脂（Ａ）の製造に用いる重合性界面
活性剤と同様のものを用いることができる。前記重合性界面活性剤のなかでも、粘着付与
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剤（Ｂ）の水性媒体（Ｃ）への分散安定性及び粘着剤の耐湿熱性を向上できる点から、親
水性部としてポリオキシエチレン構造または硫酸エステル構造を有するものを用いること
が好ましい。特に、ポリオキシエチレン構造は反応中にラジカルによって分解され、抽出
物量が増加することがあるので、ポリオキシエチレン構造を有さず硫酸エステル構造を有
するものを用いることが好ましい。また、１５０～５，０００の範囲の重要平均分子量の
重合性界面活性剤を用いることが好ましい。
【００５３】
　前記重合性界面活性剤の使用量としては、耐湿熱性をより向上できる点や抽出物をより
抑制できる点から、前記アクリル単量体全量に対して０．０１質量％～５質量％の範囲で
あることが好ましく、０．１質量％～３．５質量％の範囲がより好ましい。
【００５４】
　なお、前記アクリル単量体を用いて得られる粘着付与剤を製造する際には、必要に応じ
て、前記重合性界面活性剤以外の、アニオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤、カチ
オン性界面活性剤、両イオン性界面活性剤等のその他の界面活性剤を用いることもできる
。前記その他の界面活性剤は、前記重合性界面活性剤を用いる際に、その量を前記アクリ
ル単量体全量に対して０．５質量％以下とする場合や、粘着付与剤（Ｂ）の製造を９０℃
以上の高温条件下で行う場合や、粘着付与剤（Ｂ）の平均粒子径を５００ｎｍ以上する場
合に、粘着付与剤（Ｂ）の凝集等を防止する目的で用いることが好ましい。なお、前記そ
の他の界面活性剤は、前記アクリル樹脂（Ａ）の製造に用いる界面活性剤と同様のものを
用いることができる。その中でも、アニオン性界面活性剤を用いることが好ましい。
【００５５】
　前記その他の界面活性剤を用いる場合、前記その他の界面活性剤の使用量としては、前
記重合性原料に対して、０．０１質量％～２質量％の範囲であることが好ましい。
【００５６】
　前記粘着付与剤（Ｂ）の製造方法としては、例えば、前記アクリル単量体と、好ましく
は前記重合性界面活性剤とを、重合開始剤と水性媒体（Ｃ）と、必要に応じて前記その他
のビニル単量体、前記その他の界面活性剤及び連鎖移動剤の存在下で乳化重合する方法が
挙げられる。
【００５７】
　前記乳化重合は、０℃～２００℃程度の温度範囲で１時間～１０時間程度反応させ、前
記アクリル単量体、及び好ましくは前記重合性界面活性剤、及び必要時応じて前記その他
のビニル単量体のラジカル重合を乳化重合法により行うことが好ましい。
【００５８】
　前記重合開始剤としては、前記アクリル樹脂（Ａ）の製造に用いるできる重合開始剤と
同様のものを用いることができる。なかでも、耐湿熱性を向上できる観点から、過酸化水
素や過硫酸カリウムを用いることが好ましい。
【００５９】
　前記重合開始剤の使用量は、反応温度や種類によって相違するが、一般的には、前記ア
クリル単量体の全量に対して、０．０１質量％～１０質量％の範囲、好ましくは０．１質
量％～６質量％の範囲である。
【００６０】
　前記連鎖移動剤としては、前記アクリル樹脂（Ａ）の製造に用いることができる連鎖移
動剤と同様のものを用いることができる。前記連鎖移動剤を用いる場合の使用量としては
、前記アクリル単量体の全量に対して、０．００１質量％～５質量％の範囲であることが
好ましい。
【００６１】
　以上の方法により得られる粘着付与剤（Ｂ）の重量平均分子量としては、前記アクリル
樹脂（Ａ）との相溶性や定荷重保持力、耐湿熱性等の点から、１，０００～３０，０００
の範囲であることが好ましく、３，０００～１０，０００の範囲がより好ましい。
【００６２】
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　前記粘着付与剤（Ｂ）の重量平均分子量を１，０００～３０，０００の範囲に調整する
方法としては、例えば、前記連鎖移動剤を用いる方法や、前記重合開始剤を多量に用いる
方法、乳化重合の際の重合温度を１００℃以上で行う方法等が挙げられる。
【００６３】
　前記粘着付与剤（Ｂ）のガラス転移温度としては、耐湿熱性をより向上できる観点から
、３０℃～３００℃の範囲であることが好ましく、５０℃～２００℃の範囲がより好まし
い。前記粘着付与剤（Ｂ）のガラス転移温度は、前記アクリル樹脂（Ａ）のガラス転移温
度と同様にして得られた値を示す。
【００６４】
　前記粘着付与剤（Ｂ）の軟化点としては、耐湿熱性をより向上できる観点から、５０℃
～３００℃の範囲であることが好ましく、７０℃～３００℃の範囲がより好ましい。なお
、前記粘着付与剤（Ｂ）の軟化点は、環球法（ＪＩＳ　Ｋ５９０２）により測定した値を
示す。
【００６５】
　前記粘着付与剤（Ｂ）の平均粒子径としては、耐湿熱性をより向上できる観点から、５
０ｎｍ～５００ｎｍの範囲が好ましく、１００ｎｍ～３００ｎｍの範囲がより好ましい。
【００６６】
　前記粘着付与剤（Ｂ）と前記アクリル樹脂（Ａ）との質量割合は、１０／９０～９０／
１０の範囲が好ましく、１０／９０～５０／５０の範囲がより好ましい。
【００６７】
　前記粘着付与剤（Ｂ）としては、水性媒体（Ｃ）と混合していることが好ましい。前記
粘着付与剤（Ｂ）と水性媒体（Ｃ）との質量割合は、１０／９０～７０／３０の範囲が好
ましく、２０／８０～６０／４０の範囲がより好ましい。
【００６８】
　前記水性媒体（Ｃ）としては、水、水と混和する親水性有機溶剤、及び、これらの混合
物を用いることができる。前記親水性有機溶剤としては、例えば、メタノール、エタノー
ル、ｎ－及びイソプロパノール等のアルコール溶媒；アセトン、メチルエチルケトン等の
ケトン溶媒；エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール等のポ
リアルキレングリコール溶媒；ポリアルキレングリコールのアルキルエーテル溶媒；Ｎ-
メチル-２-ピロリドン等のラクタム溶媒などの、一般に高沸点溶剤として知られるものを
用いることができる。本発明では、水のみを用いても良く、また水及び水と混和する有機
溶剤との混合物を用いても良く、水と混和する有機溶剤のみを用いてもよい。安全性や環
境に対する負荷の点から、水のみ、又は、水及び水と混和する有機溶剤との混合物が好ま
しく、水のみが特に好ましい。
【００６９】
　前記水性媒体（Ｃ）は、本発明の水性粘着剤の全量に対して２５質量％～９０質量％含
まれることが好ましく、３５質量％～７０質量％含まれることがより好ましい。
【００７０】
　本発明で用いる水性粘着剤用組成物は、前記した成分の他に、接着性を向上する目的で
架橋剤を用いてもよい。該架橋剤を用いる場合には、前記アクリル樹脂（Ａ）等として、
架橋剤と反応しうる官能基、具体的には、前記した水酸基やカルボキシル基等を有するも
のを用いることが好ましい。
【００７１】
　前記架橋剤としては、例えば、トリレンジイソシアネート（ＴＤＩ）、ヘキサメチレン
ジイソシアネート（ＨＤＩ）、ポリメチレンポリフェニルイソシアネート、ジフェニルメ
タンジイソシアネート、ポリエーテルポリイソシアネート、ポリエステルポリイソシアネ
ート、トリメチロールプロパン／トリレンジイソシアネート３量体付加物等のイソシアネ
ート架橋剤；ポリエチレングリコールジグリシジルエーテル等のエポキシ架橋剤；メチル
化トリメチロールメラミン、ブチル化ヘキサメチロールメラミン等の多官能性メラミン化
合物；オキサゾリン架橋剤、カルボジイミド架橋剤、シラン架橋剤、アジリジン架橋剤、
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有機金属架橋剤等の外部添加架橋剤などが挙げられる。これらのなかでも、エポキシ架橋
剤、オキサゾリン架橋剤、シラン架橋剤、イソシアネート架橋剤を用いることが好ましい
。イソシアネート架橋剤としては、耐黄変性を向上させる観点から脂肪族系イソシアネー
トト架橋剤を用いることが好ましい。
【００７２】
　前記架橋剤の使用量は、例えば、アクリル樹脂（Ａ）の全量に対して、０．０１質量％
～５質量％の範囲であることが好ましく、０．０１質量％～３質量％の範囲がより好まし
い。
【００７３】
　本発明で用いる水性粘着剤用組成物は、例えば、前記方法で予め製造したアクリル樹脂
（Ａ）と、前記方法で予め製造した粘着付与剤（Ｂ）の水分散液等とを混合することによ
って製造することができる。
【００７４】
　前記方法等で得られた水性接着剤用組成物は、もっぱら水性粘着剤に用いることができ
る。
【００７５】
　前記水性粘着剤は、例えば、支持体の片面または両面に粘着剤層を有する粘着シートの
製造に使用することができる。また、支持体を有しない粘着剤層のみからなる粘着シート
の製造に使用することもできる。
【００７６】
　前記粘着シートは、例えば、支持体の片面または両面に、前記水性粘着剤を塗工し、水
性媒体（Ｃ）を乾燥し除去することによって製造することができる。
【００７７】
　前記水性粘着剤の塗工は、例えばロールコーター、グラビアコーター、リバースコータ
ー、リップコーター、スプレーコーター、エアーナイフコーター、ダイコーター、コンマ
コーター等を用いて行うことができる。
【００７８】
　また、前記粘着シートに離型シートを貼付する場合には、前記方法で得られた粘着シー
トの表面に離型シートを貼付する方法や、離型シート上に前記水性粘着剤を塗工し、水性
媒体（Ｃ）を除去等した後、その粘着剤層表面に支持体を貼付する方法が挙げられる。
【００７９】
　前記粘着シートが有する粘着剤層は、使用する水性粘着剤に含まれる官能基の種類や量
、重合条件、架橋剤の種類や量を適宜選択することによって、１０質量％～９０質量％と
なるように調整することが好ましい。特に、粗面や低極性被着体等の難接着面への接着性
、貼付する部材の反発力や寸法変化に耐えうる接着性や、高温下での凝集力等を両立させ
るために、ゲル分率は３０質量％～５０質量％であることがより好ましい。
【００８０】
　なお、本明細書において、ゲル分率とは、ゲル分の含有量のことを意味し、例えば、粘
着剤層をテトラヒドロフラン、酢酸エチル、トルエン等の良溶媒に浸漬した後、乾燥させ
たものの質量と、浸漬前の粘着剤層の質量との比を測定することにより求めることができ
る。ゲル分率は、アクリル樹脂（Ａ）の重合中に開始剤による水素引き抜きによる分岐や
架橋剤を用いることで調整することができる。架橋剤は、アクリル樹脂（Ａ）の重合中に
用いることもでき、またアクリル樹脂（Ａ）と粘着付与剤（Ｂ）との混合後に用いてもよ
い。また架橋方法も熱架橋や光架橋といった従来公知のものを用いることができる。架橋
剤により粘着剤としての凝集力を一層大きくすることが可能となる。
【００８１】
　前記支持体としては、発泡体、フィルム、不織布、紙等が挙げられる。
【００８２】
　前記発泡体の材質としては、ウレタン、ＥＰＤＭ、ポリエチレン等が挙げられる。前記
フィルムの材質としては、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポ
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リプロピレン、ポリエチレン、ポリスチレン、ＡＢＳ，ポリカーボネート、ポリイミド、
ポリ塩化ビニル、ナイロン、ポリビニルアルコール、セロファン等が挙げられる。前記不
織布の材質としては、綿、麻、パルプ、レーヨン、アセテート繊維、ポリエステル繊維、
ポリビニルアルコール繊維、ポリアミド繊維等、及びこれらの混合物等が挙げられる。さ
らに、必要に応じて、ビスコース含浸や熱可塑性樹脂をバインダーとした含浸処理を施し
てもよい。
【００８３】
　本発明の水性粘着剤であれば、前記支持体として、比較的親水性である表面に塗布等し
た場合であっても、湿気等の影響によらず優れた接着性を維持することが可能である。
【００８４】
　前記支持体の表面は、前記粘着剤層との密着性を向上する観点から、予めコロナ処理等
による易接着表面処理が施されていてもよい。
【００８５】
　前記支持体表面に形成される粘着剤層の厚みは、特に制限はないが、１μｍ～２００μ
ｍの範囲であることが好ましく、１５μｍ～７０μｍの範囲であることがより好ましい。
【００８６】
　以上の方法により粘着シートが得られるが、本発明の課題を解決するうえでは、該粘着
シートを体積比で等量の水及びメタノールの混合溶液に浸漬させた際に得られる抽出物の
量は、前記粘着シートの粘着剤層の質量に対して３質量％以下であることが必須であり、
２．７質量％以下であることがより好ましい。
【００８７】
　前記抽出物としては、前記連鎖移動剤、重合開始剤等の残留物も一因として考えられる
が、量的観点からの主要因としては、前記粘着付与剤（Ｂ）の製造時に由来する未反応物
や界面活性剤等であると考えられる。従って、前記未反応物、界面活性剤等を低減するこ
とが粘着シートの粘着剤層中の抽出物の量を低減することに大きく寄与する。
【００８８】
　前記粘着シートの粘着剤層中の抽出物の量を低減するうえでは、前記粘着付与剤（Ｂ）
を、体積比で等量の水及びメタノールの混合溶液に浸漬させた際に得られる抽出物の量が
、前記粘着付与剤（Ｂ）の質量に対して、３質量％以下であることが好ましく、２．８質
量％以下がより好ましく、２．５質量％以下が更に好ましく、２．３質量％以下が特に好
ましい。
【００８９】
　前記粘着付与剤（Ｂ）の製造時に由来する未反応物等を低減し、前記粘着シートの粘着
剤層中の抽出物の量を低減する方法としては、前記重合性界面活性剤を用いる方法が特に
好ましい。
【００９０】
　なお、前記抽出を行う際の抽出方法としては、抽出物が完全に抽出される条件であれば
特に限定されるものではないが、例えば、後述する［抽出物の量の測定方法］を一例とし
て挙げることができる。
【実施例】
【００９１】
　以下、実施例及び比較例を挙げて本発明を具体的に説明する。
【００９２】
　《合成例１》アクリル樹脂（Ａ－１）
　攪拌装置を備えた容器に、重合性界面活性剤として「ラテムルＰＤ－１０４」（花王株
式会社製、オキシエチレンの付加モル数が１５モルであり、オキシブチレンの付加モル数
が６モルであるポリオキシチレン－ポリオキシブチレン構造と、硫酸エステル構造とを有
するポリオキシアルキレンアルケニルエーテル硫酸エステルアンモニウム塩である重合性
界面活性剤、不揮発分２０質量％）を５質量部及び「アクアロンＫＨ－１０２５」（第一
工業製薬株式会社製、オキシエチレンの付加モル数が１０モルであるポリオキシエチレン
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構造と、硫酸エステル構造とを有するポリオキシエチレン－１－（アリルオキシメチル）
アルキル硫酸エステルアンモニウム塩である重合性界面活性剤、不揮発分２０質量％）を
５．６質量部、アクリル酸２－エチルヘキシルを４５．５質量部、アクリル酸ブチルを４
５．５質量部、メタクリル酸メチルを５質量部、Ｎ－ビニルピロリドン１．５質量部なら
びにアクリル酸を２．５質量部仕込み、攪拌することによって、乳化液を調製した。
【００９３】
　温度計、滴下装置、還流冷却管及び攪拌装置を備えた重合容器内を窒素ガスで置換し、
イオン交換水５５．５質量部を仕込み、攪拌しながら内温を６０℃に昇温した。
【００９４】
　前記重合容器内に、前記乳化液の全量に対して１質量％の量の乳化液を仕込んだ後、ピ
ロ亜硫酸ナトリウム水溶液（不揮発分３質量％）を１質量部、過硫酸アンモニウム水溶液
（不揮発分３質量％）を１質量部添加し、重合を開始した。
【００９５】
　３０分ホールドした後、残りの乳化液（９９質量％）と、過硫酸アンモニウム水溶液（
不揮発分１質量％）１０質量部とを、前記重合容器内に６時間かけて滴下し、重合を行っ
た。
【００９６】
　滴下終了後、重合容器を内温６０℃にて１時間保持し、次いで、重合容器を約２５℃に
冷却した後、内容物を２００メッシュ濾布（ポリエステル）で濾過することによって、不
揮発分５１．５質量％、粒子径３２０ｎｍ、重量平均分子量８０万のアクリル樹脂（Ａ－
１）の水分散液を得た。
【００９７】
　前アクリル樹脂（Ａ－１）の示差走査熱量計（ＤＳＣ、ＴＡインスツルメント株式会社
製）で測定したガラス転移温度（中間点ガラス転移温度）は－４３℃であった。
【００９８】
　《合成例２》粘着付与剤（Ｂ－１）
　攪拌装置を備えた容器に、重合性界面活性剤としてラテムル「ＰＤ－１０４」（花王株
式会社製、オキシエチレンの付加モル数が１５モルであり、オキシブチレンの付加モル数
が６モルであるポリオキシチレン－ポリオキシブチレン構造と、硫酸エステル構造とを有
するポリオキシアルキレンアルケニルエーテル硫酸エステルアンモニウム塩である重合性
界面活性剤、不揮発分２０質量％）を７．５質量部、アニオン性界面活性剤として「ネオ
ゲンＳＣ－Ｆ」（第一工業製薬株式会社製、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、不
揮発分６３質量％）を０．１質量部と、メタクリル酸シクロヘキシルを１００質量部、連
鎖移動剤としてラウリルメルカプタンを０．５質量部と、イオン交換水を１９．４質量部
とを仕込み、攪拌することによって、乳化液を調整した。
【００９９】
　温度計、滴下装置、還流冷却管及び攪拌装置を備えた重合容器内を窒素ガスで置換し、
重合性界面活性剤として前記「ラテムルＰＤ－１０４」を７．５質量部、非重合性界面活
性剤として前記「ネオゲンＳＣ－Ｆ」を１質量部とイオン交換水１６７．５質量部を仕込
み、攪拌しながら容器内を１３０℃に昇温した。
【０１００】
　前記重合容器に、過酸化水素水溶液（不揮発分１２．４質量％）１０．２質量部を仕込
み、１５分ホールドした後、前記乳化液と、過酸化水素水溶液（不揮発分１２．４質量％
）３０．５質量部とを、前記重合容器内に３時間かけて滴下した。
【０１０１】
　滴下終了後、重合容器を内温１３０℃にて１時間保持し、次いで、重合容器を約２５℃
に冷却した後、内容物を２００メッシュ濾布（ポリエステル）で濾過することによって、
不揮発分３０質量％、粒子径１３０ｎｍ、重量平均分子量５，３００の粘着付与剤（Ｂ－
１）を得た。なお、粘着付与剤（Ｂ－１）を、体積比で等量の水及びメタノールの混合溶
液に浸漬させた際に得られた抽出物の量は、粘着付与剤（Ｂ－１）の質量に対して、２．
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５質量％であった。該抽出物の量は、後述する［抽出物の量の測定方法（粘着付与剤（Ｂ
））］のとおりに測定した。
【０１０２】
　《合成例３》粘着付与剤（Ｂ－２）
　攪拌装置を備えた容器に、重合性界面活性剤として「エレミノールＪＳ－２０」（三洋
化成株式会社製、不揮発分３９質量％）を５．６質量部と、メタクリル酸シクロヘキシル
を１００質量部、連鎖移動剤としてラウリルメルカプタンを４．５質量部と、イオン交換
水を２０質量部とを仕込み、攪拌することによって、乳化液を調整した。
【０１０３】
　温度計、滴下装置、還流冷却管及び攪拌装置を備えた重合容器内を窒素ガスで置換し、
重合性界面活性剤として前記「エレミノールＪＳ－２０」を１．３質量部とイオン交換水
１７７．５質量部を仕込み、攪拌しながら容器内を９０℃に昇温した。
【０１０４】
　前記重合容器に、過硫酸カリウム水溶液（不揮発分２質量％）５質量部を仕込み、１５
分ホールドした後、前記乳化液と、過硫酸カリウム水溶液（不揮発分２質量％）１５質量
部とを、前記重合容器内に３時間かけて滴下した。
【０１０５】
　滴下終了後、重合容器を内温９０℃にて１時間保持し、次いで、重合容器を約２５℃に
冷却した後、内容物を２００メッシュ濾布（ポリエステル）で濾過することによって、不
揮発分３０質量％、粒子径１２０ｎｍ、重量平均分子量５，２００の粘着付与剤（Ｂ－２
）を得た。なお、粘着付与剤（Ｂ－２）を、体積比で等量の水及びメタノールの混合溶液
に浸漬させた際に得られた抽出物の量は、粘着付与剤（Ｂ－２）の質量に対して、１．５
質量％であった。
【０１０６】
　《合成例４》粘着付与剤（Ｂ－３）
　攪拌装置を備えた容器に、アニオン性界面活性剤として「ネオゲンＳＣ－Ｆ」（第一工
業製薬株式会社製、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、不揮発分６３質量％）を１
．８質量部と、メタクリル酸シクロヘキシルを１００質量部と、イオン交換水を２２質量
部とを仕込み、攪拌することによって、乳化液を調製した。
【０１０７】
　温度計、滴下装置、還流冷却管及び攪拌装置を備えた加圧密閉重合容器内を窒素ガスで
置換し、非重合性界面活性剤として「ネオゲンＳＣ－Ｆ」を３．５質量部とイオン交換水
１８２．２質量部を仕込み、攪拌しながら容器内を１３０℃に昇温した。
【０１０８】
　前記重合容器内に、過酸化水素水溶液（不揮発分１２．４質量％）１０．２質量部を仕
込み、１５分ホールドした後、前記乳化液と、過酸化水素水溶液（不揮発分１２．４質量
％）３０．５質量部とを、前記重合容器内に３時間かけて滴下した。
【０１０９】
　滴下終了後、重合容器を内温１３０℃にて１時間保持し、次いで、重合容器を約２５℃
に冷却した後、内容物を２００メッシュ濾布（ポリエステル）で濾過することによって、
固形分２９．４質量％、粒子径１１４ｎｍ、重量平均分子量５，５００の粘着付与剤（Ｂ
－３）を得た。なお、粘着付与剤（Ｂ－３）を、体積比で等量の水及びメタノールの混合
溶液に浸漬させた際に得られた抽出物の量は、粘着付与剤（Ｂ－３）の質量に対して、３
．３質量％であった。
【０１１０】
　《実施例１》
　前記アクリル樹脂（Ａ－１）の水分散液１９４．２質量部と、前記粘着付与剤（Ｂ－１
）８３．３質量部とを混合した後、１２．５質量％のアンモニア水と増粘剤（「ボンコー
ト３７５０－Ｅ」ＤＩＣ株式会社製、不揮発分２３質量％）とを混合することによって、
ｐＨ８、ＢＭ粘度１０，０００ｍＰａ・ｓに調製された混合物を得た。
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　次いで、架橋剤として、油溶性エポキシ化合物（「ＴＥＴＲＡＤ－Ｃ」三菱ガス化学株
式会社製）のエタノール溶液（不揮発分１０質量％）を０．３６質量部を混合し、２００
メッシュ濾布（ポリエステル）で濾過することによって、水性粘着剤（１）を得た。
【０１１１】
　《実施例２》
　前記アクリル樹脂（Ａ－１）の水分散液１９４．２質量部と、前記粘着付与剤（Ｂ－２
）８３．３質量部とを混合した後、１２．５質量％のアンモニア水と増粘剤（「ボンコー
ト３７５０－Ｅ」ＤＩＣ株式会社製、不揮発分２３質量％）とを混合することによって、
ｐＨ８、ＢＭ粘度１０，０００ｍＰａ・ｓに調整された混合物を得た。
　次いで、架橋剤として油溶性エポキシ化合物（「ＴＥＴＲＡＤ－Ｃ」三菱ガス化学株式
会社製）のエタノール溶液（不揮発分１０質量％）を０．２８質量部を混合し、２００メ
ッシュ濾布（ポリエステル）で濾過することによって、水性粘着剤（２）を得た。
【０１１２】
　《比較例１》
　前記アクリル樹脂（Ａ－１）の水分散液１９４．２質量部と、重合ロジンエマルジョン
を含む粘着付与剤（「スーパーエステルＥ－８６５ＮＴ」荒川化学株式会社製、不揮発分
５０質量％、以下「重合ロジン」と略記する。）を５０質量部とを混合した後、１２．５
質量％のアンモニア水と増粘剤（「ボンコート３７５０－Ｅ」ＤＩＣ株式会社製、不揮発
分２３質量％）とを混合することによって、ｐＨ８、ＢＭ粘度１０，０００ｍＰａ・ｓに
調整された混合物を得た。
　次いで、架橋剤として油溶性エポキシ化合物（「ＴＥＴＲＡＤ－Ｃ」三菱ガス化学株式
会社製）のエタノール溶液（不揮発分１０質量％）を０．２７質量部を混合し、２００メ
ッシュ濾布（ポリエステル）で濾過することによって、水性粘着剤（３）を得た。
　なお、前記重合ロジンを、体積比で等量の水及びメタノールの混合溶液に浸漬させた際
に得られた抽出物の量は、重合ロジンの質量に対して、２６．７質量％であった。
【０１１３】
　《比較例２》
　前記アクリル樹脂（Ａ－１）の水分散液１９４．２質量部と、前記粘着付与剤（Ｂ－３
）８５質量部とを混合した後、１２．５質量％のアンモニア水と増粘剤（「ボンコート３
７５０－Ｅ」ＤＩＣ株式会社製、不揮発分２３質量％）とを混合することによって、ｐＨ
８、ＢＭ粘度１０，０００ｍＰａ・ｓに調整された混合物を得た。
　次いで、架橋剤として油溶性エポキシ化合物（「ＴＥＴＲＡＤ－Ｃ」三菱ガス化学株式
会社製）のエタノール溶液（不揮発分１０質量％）を０．２７質量部を混合し、２００メ
ッシュ濾布（ポリエステル）で濾過することによって、水性粘着剤（４）を得た。
【０１１４】
　本発明で用いるアクリル樹脂（Ａ）の重量平均分子量は、ゲル・パーミエーション・ク
ロマトグラフィー（ＧＰＣ）法により、下記の条件で測定した。
【０１１５】
測定装置：高速ＧＰＣ装置（東ソー株式会社製「ＨＬＣ－８２２０ＧＰＣ」）
カラム：東ソー株式会社製の下記のカラムを直列に接続して使用した。
　「ＴＳＫｇｅｌ　ＧＭＨＸＬ」（７．８ｍｍＩ．Ｄ．×３０ｃｍ）×４本
検出器：ＲＩ（示差屈折計）
カラム温度：４０℃
溶離液：テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）
流速：１．０ｍＬ／分
注入量：１００μＬ（試料濃度０．４質量％のテトラヒドロフラン溶液）
標準試料：下記の標準ポリスチレンを用いて検量線を作成した。
【０１１６】
（標準ポリスチレン）
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ａ－５００」
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　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ａ－１０００」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ａ－２５００」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ａ－５０００」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－１」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－２」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－４」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－１０」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－２０」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－４０」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－８０」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－１２８」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－２８８」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－３８０」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－４５０」
　東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ　標準ポリスチレン　Ｆ－８５０」
【０１１７】
　本発明で用いる粘着付与剤（Ｂ）及び重合性界面活性剤の重量平均分子量は、カラムを
以下のものに変更した以外は、前記アクリル樹脂（Ａ）の重量平均分子量の測定方法と同
様にして測定した。
　「ＴＳＫｇｅｌ　Ｇ５０００」（７．８ｍｍＩ．Ｄ．×３０ｃｍ）×１本
　「ＴＳＫｇｅｌ　Ｇ４０００」（７．８ｍｍＩ．Ｄ．×３０ｃｍ）×１本
　「ＴＳＫｇｅｌ　Ｇ３０００」（７．８ｍｍＩ．Ｄ．×３０ｃｍ）×１本
　「ＴＳＫｇｅｌ　Ｇ２０００」（７．８ｍｍＩ．Ｄ．×３０ｃｍ）×１本
【０１１８】
[粘着シートの作製]
　前記水性粘着剤を、アプリケーターを用いて厚さ２５μｍのポリエチレンテレフタレー
トからなるフィルム（支持体）の表面に、乾燥し形成される粘着剤層の厚みが６０μｍと
なるように塗布した。
【０１１９】
　次いで、前記塗布膜を１００℃の乾燥オーブン中で３分間乾燥し、前記塗布膜の表面に
、離型処理の施された厚さ２５μｍのポリエチレンテレフタレートからなる離型シートを
載置し、５ｋｇのローラーを用いて１往復荷重することによって、それらを圧着し積層体
を得た。
【０１２０】
　得られた積層体を４０℃の雰囲気下に４８時間静置し、エージングすることによって、
粘着シートとした。
【０１２１】
[ゲル分率の評価方法]
　前記方法で作製した粘着シートを縦２０ｍｍ及び横１００ｍｍの大きさに切り取ったも
のを試験片とした。前記試験片から２５μｍ離型シートを除去した粘着剤層と支持体との
合計質量を、精密天秤を用いて測定した（Ｗ１）。
【０１２２】
　次に、前記粘着剤層を５０ｃｃのトルエン中に２４時間浸漬した後、１００℃の乾燥オ
ーブン中で２時間乾燥した。乾燥後の粘着剤層の質量（Ｗ２）を、精密天秤を用いて測定
した。
【０１２３】
　ゲル分率は、（質量（Ｗ２）－支持体の質量）／（質量（Ｗ１）－支持体の質量）×１
００に基づいて算出した。
【０１２４】
　［接着性の評価方法］
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　接着性は、下記の接着力（粘着シート製造直後）と、定荷重保持力とによって評価した
。
【０１２５】
　［接着力（粘着シート製造直後）の評価方法］
　前記方法で得られた粘着シートを幅２０ｍｍ×長さ１００ｍｍの大きさに切り取ったも
のを試験片とした。２３℃、湿度５０％の雰囲気下で、前記試験片から離型シートを除去
し、その粘着剤層表面にＳＵＳ（ＢＡ）基材（株式会社エンジニアリングテストサービス
製）を載置し、その上部から５ｋｇロール１往復の荷重をかけることにより、それらを貼
り合わせ、１時間静置した。
【０１２６】
　次いで、２３℃、湿度５０％の雰囲気下で、前記粘着剤層と、前記ＳＵＳ基材との間の
接着強度を、ＪＩＳ Ｚ ０２３７に準拠し、１８０度方向３００ｍｍ／ｍｉｎの速度で剥
離した際の剥離強度を測定した。
【０１２７】
　[湿熱試験後の接着力の評価方法]
　前記方法で得られた粘着シートを幅２０ｍｍ×長さ１００ｍｍの大きさに切り取ったも
のを試験片とした。２３℃、湿度５０％の雰囲気下で、前記試験片から離型シートを除去
し、その粘着剤層表面にＳＵＳ基材を載置し、その上部から５ｋｇロール１往復の荷重を
かけることにより、それらを貼り合わせた。
【０１２８】
　次いで、前記粘着シートと前記ポリプロピレン基材とからなる積層体を、７０℃、湿度
９５％の雰囲気下に５００時間静置した後、２３℃、湿度５０％の雰囲気下に取り出し、
１時間静置した後、前記粘着剤層と、前記ＳＵＳ基材との間の接着強度を、２３℃、湿度
５０％の雰囲気下で、ＪＩＳ Ｚ ０２３７に準拠し、１８０度方向３００ｍｍ／ｍｉｎの
速度で剥離した際の剥離強度を測定した。
【０１２９】
[耐湿熱性の評価方法]
　耐湿熱性は、粘着シートの製造直後の接着力に対する、湿熱試験後の接着力の割合（保
持率）に基づいて評価した。具体的には、〔（湿熱試験後の接着力）／（製造直後の接着
力）〕×１００（％）の式に基づいて算出した保持率に基づいて評価した。なお、前記保
持率は、有効数字３桁にて四捨五入した。
【０１３０】
　前記保持率が、８０％以上である場合に「◎」と評価し、６０％以上８０％未満である
場合に「○」と評価し、４０％以上６０％未満である場合に「△」と評価し、０％以上４
０％未満である場合に「×」と評価した。
【０１３１】
　[定荷重保持力の評価方法]
　前記方法で得られた粘着シートを縦２０ｍｍ及び横８０ｍｍの大きさに切り取ったもの
を試験片とした。２３℃、湿度５０％の雰囲気下で、試験片から離型シートを除去し、そ
の粘着剤層表面にポリプロピレン基材を載置し、その上部から５ｋｇロール１往復の荷重
をかけることにより、それらを貼り合わせた。２３℃、湿度５０％の雰囲気下に２４時間
静置した後、９０°の角度になるように１００ｇの荷重をかけ、４０℃の雰囲気下にセッ
トし、測定を開始した。３０分後にずれた距離で評価し、３０分未満で落下したものは、
その時間を記録した。
　なお、ずれた距離が５ｍｍ未満である場合に「○」と評価し、５ｍｍ以上１０ｍｍ未満
である場合に「△」と評価し、１０ｍｍ以上である場合に「×」と評価した。
【０１３２】
［抽出物の量の測定方法（粘着シート）］
　前記方法で得られた粘着シートを縦３０ｃｍ及び横３０ｃｍの大きさに切り取ったもの
を試験片とした。２３℃、湿度５０％の雰囲気下で、試験片から離型シートを除去し、粘
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着剤層表面に、予め質量を測定したキムワイプ（「ワイパーＳ－２００」日本製紙クレシ
ア株式会社製）を載置し、その上部から５ｋｇロール１往復の荷重をかけることにより、
それらを貼り合せた。貼り合せた試験片の質量を精密天秤を用いて測定し、前記支持体及
びキムワイプの質量を引いた値を質量（Ｗ３）とした。
　次いで、貼り合せた試験片を２ｃｍ角にカットし、三角フラスコ内に入れ、更に水及び
メタノールの体積比で等量の混合溶液１００ｍｌを三角フラスコに注ぎ、カットされた試
験片が完全に前記混合溶液に浸漬するようにした。三角フラスコにコンデンサーを取り付
け、撹拌下８０℃の水浴で３時間かけて抽出を行った。Ｎｏ．５Ａのろ紙を用いて濾過し
、ろ液をエバポレーターを用いて乾燥させた。乾燥物の質量を精密天秤を用いて測定し、
前記支持体及びキムワイプの質量を引いた値を質量（Ｗ４）とした。
　前記粘着シートに対する抽出物の量（質量％）は、（質量（Ｗ４））／（質量（Ｗ３）
）×１００の計算式に基づいて算出した。
【０１３３】
［抽出物の量の測定方法（粘着付与剤（Ｂ））］
　前記粘着付与剤（Ｂ）を、アプリケーターを用いて厚さ２５μｍのポリエチレンテレフ
タラートからなるフィルムの表面に、乾燥し形成される粘着付与剤層の厚さが６０μｍと
なるように塗布した。
　次いで、前記塗布膜を２３℃、湿度５０％の雰囲気下で、２４時間静置し乾燥した。乾
燥塗膜が得られた後、精密天秤に三角フラスコを静置し、三角フラスコ内に約５ｇ程度と
なるまで乾燥塗膜をスパーチラーを用いて入れた。三角フラスコ内に入れた乾燥塗膜の質
量（Ｗ５）は、精密天秤にて測定した。次いで、水及びメタノールの体積比で等量の混合
溶液３０ｍｌを三角フラスコに注ぎ、乾燥塗膜が完全に前記混合溶液に浸漬するようにし
た。三角フラスコにコンデンサーを取り付け、撹拌下８０℃の水浴で３時間かけて抽出を
行った。Ｎｏ．５Ａのろ紙を用いてろ過し、ろ液をエバポレーターを用いて乾燥させた。
乾燥物の質量（Ｗ６）を精密天秤を用いて測定した。
　前記粘着付与剤（Ｂ）に対する抽出物の量（質量％）は、（質量（Ｗ６））／（質量（
Ｗ５））×１００の計算式に基づいて算出した。
【０１３４】

【表１】

【０１３５】
　本発明の粘着付与剤を用いた水性粘着剤である実施例１及び２は、接着性（特に難接着
基材への定荷重保持力）に優れることが分かった。また、耐湿熱性にも優れることが分か
った。
【０１３６】
　一方、比較例１は、重合ロジン系の粘着付与剤を用い、粘着シートに対する抽出物の量
が３質量％を超える態様であるが、定荷重保持力が劣ることが分かった。また、耐湿熱性
も不良であった。
【０１３７】
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　比較例２は、粘着シートに対する抽出物の量が３質量％を超える態様であるが、定荷重
保持力が不良であることが分かった。
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